
1

山陰地方における地域社会の存立基盤とその歴史的転換に関する研究
A Study on Existence Base of Communities in San-in District and its
Historical Changes
A Study on Existence Base of Communities in San-in District and its
Historical Changes

山陰地方における地域社会の存立基盤とその歴史的転換に関する研究

昭和初期の島根県における地域経済の構造変化
Structural Changes of Region Economy in the Early Showa Era: A Case of Shimane Prefecture

グループ紹介

特　　　色
研 究 成 果
今後の展望

概　　　要

橋本　貴彦（立命館大学経済学部・准教授）
廣嶋　清志（法文学部・名誉教授）
Takahiko Hashimoto (Associate Professor,Ritsumeikan University)
Kiyoshi Hiroshima (Emeritus professor,Faculty of Law and Literature)

　島根大学重点プロジェクト「山陰地方における地域社会の存立基盤とその歴史的転換に関する研究」
において，私たちは戦前島根県における人口動態とその経済的要因に関する分析を担当し，統計資料の
再発見・整備・分析を行っています。現在，戦前島根県の経済社会を検証するために必要な統計資料のほ
とんどが利用可能な状況にありません。そこで，私たち研究チームではこれまで十分に活用されてこな
かった地域社会の統計資料の電子化（『島根県市町村別統計書（1928年から隔年）』等）を進め，かつ同
時に，市町村役場と共同で調査を実施し，長年公開されてこなかった旧役場文書資料（『島根県市町村別
統計書』の元資料）の整理を行っています。

[特色]
　これまでの調査や研究作業では，従来十分に明らかにされてこなかった戦前の市町村役場での統計
資料作成プロセスにまで踏み込み検証することにより，当時の島根県庁や市町村が作成した統計資料の
定義を確認することができ，１９２８年以降の島根県の郡別・市町村別の経済格差（工業化の進展による
一人当りの所得格差や労働力移動からみた島根県と島根県外との経済格差）の広がりの程度を解明しま
した。
［研究成果と展望］
　「出稼ぎ」統計の例では，旧役場文書の発掘によって，その統計の定義のみならず，市町村別の詳細な
「出稼ぎ」の動態を明らかにすることができました。特に，島根県市町村を出発し県内の市町村間と県外
へ向った「出稼ぎ」のうち，島根県
外への「出稼ぎ」は邇摩郡を出発す
るケースが顕著でした。このこと
は，当時この地域に労働力供給に
見合った労働力市場が充分に形成
されていなかったことを意味しま
す。今後は，当時の労働市場の形
成過程と工業化が進展していた関
西地方などの他地域の労働需要と
の関わりを分析し，将来的に現代
の過疎地域での産業創出の政策
に還元することを目指しています。

　We are analyzing dynamics of population changes and economical driving factors which 
influence them in prewar Shimane Prefecture. For that purpose, we are trying to rediscover, repair 
and analyze statistical data.
　Currently, however, most of the statistical data needed to verify the history of pre-war economy 
in Shimane Prefecture are difficult to use. Therefore, we have been promoting the work of 
converting the documents about the statistics of the detailed local economy (published every 2 
years since 1928) that have not been fully utilized up to now into electronic information . 
　At the same time, we have been conducting a study on the statistical data of the old office 
documents that have not been published for many years in cooperation with local municipality 
offices. (The original material of "A Year book of Statistical Data"  by each municipality in Shimane Prefecture).

図　島根県における「出稼ぎ」者数と国勢調査人口との比　単位：％
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生体試料アーカイブ（島根大学バイオバンク）確立に向けての研究
A study on establishment of a tissue bank in Shimane University
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　近年の医学研究はヒトゲノムプロジェクトの終了以降，ヒトの臨床試料を用いた網羅的解析（いわゆる
オミックス解析）が主流となりつつあります。このためには患者さんの試料（病変部と正常部の組織片）を
できるだけ多く蓄積しておく必要があります。この研究は全国の大学に先駆けて，その蓄積（いわゆるバ
イオバンク）を島根大学で確立しようとするものです。

　世界的に見て日本ではバイオバンクの確立が遅れています。特に大学ではほとんどないといっても過
言ではありません。その中で，島根大学医学部附属病院では，手術で摘出された多くの臓器が，固定され
ない新鮮な状態で病理部に運ばれるという，日本では稀なシステムが約30年前から確立されています。
これを生かして我々は平成24年度からバイオバンク設立に着手しています。現在はまだパイロットスタ
ディですが，平成25年末で221例が集積されています。問題点の洗い出しがほぼ終わりましたので，こ
れから本格的なバンク設立に向かう予定です。また，将来的には県内の大規模病院と連携して，「島根バ
イオバンク」へと発展させたいと考えています。

　A cyclopedic analysis using human clinical data, the so called Omics Study, has recently been a 
mainstream of medical science in this post-genomic era. It is mandatory to have an archive of 
human samples from the affected and normal tissues (tissue bank or biobank) to get good results 
in omics studies. We are now on our way to establish “Shimane University Tissue Bank” to get 
ahead of other institutes in the field of medical research in Japan.
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